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令和元年度障害者福祉に関する質的モニタリング調査概要 

 

１ 概要 

 本市における障害保健福祉施策等の現状と課題について把握し、令和２年度に実施する

「仙台市障害者保健福祉計画」中間評価及び「差別解消法及び条例（※）」施行後３年を経

過した本市の障害理解の進捗度合いを検証することを目的として、聴き取り調査を実施した。 

※「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害のある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる条例」 

 

２ 期間 

令和２年１月２９日～２月１７日 

 

３ 対象 

障害のある方、障害のない方、障害福祉に関する法人など合計 59名に対して、委員及び

市職員が聴き取り調査を実施した。 

 

４ 調査方法 

 聴き取り調査の進め方は、委員や対象者の関心事項についても考慮をするため、事前に大

まかな質問事項を決めておき、回答者の答えによってさらに詳細に尋ねていく半構造化イン

タビューとした。主な質問項目は以下の通り。 

 

（当事者・当事者の家族） 

No 分 野 主 な 質 問 事 項 

① 地域生活 生活全般での困りごと 

② 就労・社会参加  就労及び社会参加の現状と困ったこと 

③ 保健・福祉・医療  利用している福祉サービスと困ったこと 

④ 障害理解・権利擁護 障害理解の現状、差別的な取り扱いの体験 

⑤ 条例  条例施行後の状況、今後必要な取り組み 

⑥ その他  パラリンピックに期待すること等 

 

（当事者兼障害理解活動者） 

No 分 野 主 な 質 問 事 項 

① 地域生活 生活全般での困りごと 

② 就労・社会参加  就労及び社会参加の現状と困ったこと 

③ 障害理解活動 障害理解活動の現状と認識の変化 

④ 障害理解・権利擁護 障害理解の現状、差別的な取り扱いの体験 

⑤ 保健・福祉・医療  利用している福祉サービスと困ったこと 

⑥ 条例 条例施行後の状況、今後必要な取り組み 

⑦ その他  パラリンピックに期待すること等 
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（障害福祉に関する法人・団体） 

No 分 野 主 な 質 問 事 項 

① 事業内容と課題 実施している事業内容と現在の課題 

② 障害理解  障害理解の現状と認識の変化 

③ 条例 条例施行後の状況、今後必要な取り組み 

④ その他  パラリンピックに期待すること等 

 

（一般市民） 

No 分 野 主 な 質 問 事 項 

①  障害理解 障害理解の現状と必要な取り組み 

②  条例 条例施行後の状況、今後必要な取り組み 

③  その他  パラリンピックに期待すること等 

 




